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市報ちちぶは、町会の皆さんのご協力で配られています。市役所総合窓口、吉田・大滝・荒川
総合支所、各公民館、文化体育センター、市立病院でも配布しています。

　長年にわたり各分野で著しくご活躍され
た方々に贈られる「春の叙勲」「危険業務
従事者叙勲」などが発表されました。
　市内で受章された皆さんをご紹介します。

元秩父市議会議員
新井　重一郎 氏

 （上吉田）

元公益社団法人
埼玉県手をつなぐ育成会理事長
村山　勇治 氏

 （下宮地町）

株式会社栗原瓦店代表取締役
栗原　恒明 氏

 （寺尾）

元一般社団法人秩父郡市医師会会長
近藤　俊夫 氏

 （日野田町）

元秩父消防本部消防司令長
松澤　眞一 氏

 （阿保町）

秩父市消防団副団長
笠原　真 氏

 （寺尾）

　新井氏は、平成18年５月に秩父市議会議員に初当
選以来、令和４年４月までの４期16年の長きにわた
り、秩父市議会議員としてご活躍されました。文教
福祉委員会副委員長、生活産業委員会委員長、総務
委員会副委員長、決算審査特別委員会委員長などの
要職を務められました。
　また、秩父広域市町村圏組合議会副議長なども歴
任され、卓越なる識見と指導力を発揮し、市政発展
のためにご尽力されました。

　村山氏は、平成５年５月から平成26年３月までの20年
９か月の長きにわたり、社団法人埼玉県手をつなぐ育成
会の理事、副理事長、理事長を務められ、続く平成26年
４月から５年２か月間を公益社団法人埼玉県手をつなぐ
育成会の理事長として、知的障害児者とその家族の地域
生活の向上、障害児者の権利擁護、障害者福祉に対する
理解の促進のための普及・啓発等に尽力されました。
　秩父地域では、社会福祉法人清心会の設立に尽力され、
平成29年６月から令和５年６月まで理事長も務め、平成
20年11月には秩父地域自立支援協議会の初代会長に選任
される等、地域の障害者福祉の中核的役割を担いました。

　栗原氏は、昭和48年から、明治期に秩父市内で創
業した瓦店の５代目かわらふき工として、50年以上
にわたり、卓越した技能で住宅や公共施設、寺社な
どの現場で瓦ぶきを手掛ける傍ら、後進の育成にも
尽力されました。
　また、この間、埼玉県技能検定委員や埼玉県かわ
らぶき技能士会会長などの要職も務められました。
　令和３年には、「現代の名工」として厚生労働大
臣表彰を受賞されています。

　近藤氏は、昭和54年５月、秩父郡市医師会に入会
後、現在に至るまで医師として地域住民の健康保持・
増進に尽力されています。その間、数々の要職を歴
任され、平成28年６月に秩父郡市医師会会長に就任後
は、“秩父の医療は一つ” をスローガンに各種医療関
係団体および行政との連携強化に取り組まれました。
　また平成２年に学校医を拝命後は、子どもたちの
心身の健全な発育に向けて郡市内の中学校で性教育
講演を行われています。

　松澤氏は、昭和46年４月に秩父消防本部消防士を
拝命後、消防・救急・救助等さまざまな災害現場活
動に従事され、秩父消防署副署長として平成25年３
月に退職するまで42年の長きにわたり消防職員とし
て活躍されました。
　この間、常に率先して住民の生命、身体および財
産を保護するという消防の使命感に燃え、秩父地域
の安全確保に尽力されました。

　笠原氏は、平成元年４月に秩父市消防団団員を拝
命後、数々の役職を歴任し、令和２年４月に秩父市
消防団副団長に就任されました。
　現在も長年培った豊富な経験・知識と指導力を
もって、常に消防の使命感に燃えて災害活動にあた
るとともに、団員の指導育成・資質向上に努め、市
の安全・安心に尽力されています。

春の叙勲・褒章春の叙勲・褒章
旭日双光章旭日双光章

旭日双光章旭日双光章

黄綬褒章黄綬褒章

旭日双光章旭日双光章

瑞宝単光章瑞宝単光章
（危険業務従事者叙勲）（危険業務従事者叙勲）

藍綬褒章藍綬褒章
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新町会長さんのご紹介
　次のとおり町会長の交代がありまし
たので、お知らせします。

（６月１日現在。敬称略）
町 会 名 会　長　名
近 戸 町 舘　沢　雅　久
諏　　訪 齋　藤　　　隆
巴　　川 齋　藤　　　晋
中 山 田 坂　本　哲　男
定　　峰 小久保　邦　男

市報の内容は、新型コロナウイルス感染症の影響により、変更となる場合があります。

　

市
民
の
皆
さ
ま
と
率
直
に
語
り
合
う

場
を
作
り
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
令

和
３
年
度
に
「
ふ
れ
あ
い
懇
談
会
」
を

開
催
す
る
予
定
で
準
備
を
進
め
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
残
念
な
が
ら

延
期
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
感
染
症
法
上
の
位
置
付
け
が

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
じ
５
類

と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
５
月
15
日
を
皮

切
り
に
希
望
す
る
町
会
の
皆
さ
ま
と「
ふ

れ
あ
い
懇
談
会
」
を
開
催
し
て
お
り
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ま
と
直
接
触
れ
合
う

機
会
を
持
つ
こ
と
で
、
こ
の
場
で
い
た

だ
い
た
市
政
へ
の
提
言
や
意
見
等
を
、

今
後
の
市
政
運
営
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
魅
力
的
な
秩
父
市
と
な
る
よ
う
、

誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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氏
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３
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お
い

て
議
会
の
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意
を
得
て
、
５
月
24
日
付

で
北
堀
市
長
か
ら
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

内
閣
府
で
は
、
一
般
の
方
か
ら
春
秋

叙
勲
の
候
補
者
の
推
薦
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
内
閣
府
Ｃ
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。
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關
根
氏
は
、
市
議
会
３
月
定
例
会
に

お
い
て
議
会
の
同
意
を
得
て
、
５
月
24

日
付
で
北
堀
市
長
か
ら
公
平
委
員
会
委

員
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
国
植
樹
祭
の
主
催
者
で
あ

り
ま
す
国
土
緑
化
推
進
機
構
お
よ
び
埼

玉
県
と
連
携
し
て
、「
秩
父
は
ひ
と
つ
」

と
い
う
想
い
の
も
と
、５
月
15
日
に「
第

75
回
全
国
植
樹
祭
秩
父
地
域
推
進
委
員

会
」
を
設
立
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
、

１
市
４
町
の
秩
父
地
域
が
一
丸
と
な
っ

て
、
植
樹
祭
の
成
功
に
向
け
、
準
備
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
全
国
植
樹
祭
で
は
、
秩
父
地
域

の
環
境
行
政
や
森
林
振
興
、
観
光
施
策

に
お
い
て
、
県
内
で
も
先
駆
的
な
取
り

組
み
や
地
域
独
特
の
歴
史
・
文
化
な
ど
、

秩
父
の
魅
力
を
全
国
に
情
報
発
信
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
人
々

の
生
活
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
財

産
で
あ
る
森
林
に
触
れ
・
親
し
み
・
よ

り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
絶
好
の
機
会

で
あ
る
と
も
捉
え
て
い
ま
す
。

　

秩
父
が
ひ
と
つ
に
な
り
、
天
皇
皇
后

両
陛
下
を
は
じ
め
、
全
国
か
ら
参
加
さ

れ
る
皆
さ
ま
を
「
お
も
て
な
し
の
心
」

で
お
迎
え
し
、
心
に
残
る
植
樹
祭
に
な

る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

間
も
な
く
本
格
的

な
梅
雨
の
シ
ー
ズ
ン

が
到
来
し
ま
す
。
湿

度
の
高
さ
や
気
温
の

変
化
で
体
調
を
崩
し

や
す
い
時
期
と
な
り

ま
す
の
で
、
健
康
管

理
に
は
十
分
に
ご
留

意
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

戸井田　修 氏
（桜木町）

福原　隆夫 氏
（滝の上町）

關根　昭文 氏
（上宮地町）

小泉　眞人 氏
（中村町）

山﨑　克則 氏
（中村町）

春
秋
叙
勲
の
候
補
者
と
し
て

ふ
さ
わ
し
い
方
を
推
薦
で
き
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す
（
一
般
推
薦
制
度
）
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有料道路における障害者割引制度の見直しについて
①１人１台要件の緩和
　これまでは、事前登録された自家用車に限り割
引が適用されましたが、自家用車をお持ちでない
方が知人の車やレンタカーを利用する場合や、重
度の障がい者がタクシーを利用する場合も割引の
対象となりました。ただし、割引についての事前
手続きは必要です。
※「事業用」自動車は対象外です。
②オンライン申請の導入
　自家用車を事前登録の上、ＥＴＣを利用申請す
る方でマイナンバーカードをお持ちの方は、マイ
ナポータルからオンライン申請ができるようにな
りました。オンライン申請が利用できない場合は、
引き続き市役所窓口で申請できます。
③対象となる障がい者の範囲（変更はありません）
・障がい者本人が運転の場合は、障害者手帳をお
持ちの方
・障がい者本人以外が運転し、障がい者本人が同
乗の場合は、身体障害者手帳または療育手帳を
お持ちの方で、重度の障がい（手帳に第一種と
記載）がある方
１ＮＥＸＣＯ東日本お客様センター
https://www.e-nexco.co.jp
☎０５７０－０２４－０２４

　４月26日、市では㈱ゼンリンに感謝状を贈呈しました。
　これは、土砂崩落の影響が続く中津川地内において、１
月26日から３月30日までの原則として木曜日の９日間、ド
ローンによる合計28フライトの生活物資等の定期配送（「＆
プロジェクト」）を連携事業者（ＫＤＤＩ㈱、ＫＤＤＩスマー
トドローン㈱、㈱エアロネクスト、生活協同組合コープみ
らい、㈱ちちぶ観光機構、ウエルシア薬局㈱）とともに実
施し、主体事業者として「＆プロジェクト」を成功に導き、
中津川の皆さんに安

あん

堵
ど

を与えていただいた功績に対してお
贈りしたものです。
　当日は、事業の
完了報告を受けた
後、北堀市長から
取締役常務執行役
員の藤沢秀幸様に
感謝状を贈呈しま
した。
１大滝総合支所市民福祉課☎５５－０１０１
　先端技術推進課☎２１－５５２２

住宅・土地統計調査調査員を募集します住宅・土地統計調査調査員を募集します
　令和５年10月１日を基準日として、住宅・土地統計
調査が全国一斉に実施されます。
　この調査は、わが国の住宅および世帯の居住状況等
の実態を把握し、住生活関連施策の基礎資料を得るこ
とを目的としています。
　市では、住宅・土地統計調査に携わっていただける
調査員を募集します。
応募資格
　次の全ての要件を満たす方
・20歳以上で、責任をもって業務を遂行できる方
・調査で知り得た秘密を守れる方
・税務、選挙、警察に直接関係がない方
・暴力団員その他の反社会的勢力に該当しない方
活動期間
　令和５年８月下旬から10月下旬まで
仕事内容
・調査員説明会への出席
・担当調査区の把握およびリーフレットの配布
・調査票の配布・回収
・調査書類の点検・提出など
報　酬　約３～７万円
※報酬額は、調査区数等により変動します。
応募方法
　☎で情報政策課へご連絡の上、直接お越しください。
１情報政策課☎２２－２２０４

　次の方から、児童福祉（子ども支援・子ど
も食堂の支援）のために寄付をいただきまし
た。温かな善意に感謝し、ご紹介します。
（令和５年３月、４月）
▶３月28日、匿名様から、30,000円
▶ ４月17日、秩父第二中学校1960年度卒業生
３年４組クラス会有志一同様から、37,730円

　ご寄付をいただいた企業様をご紹介しま
す。誠にありがとうございました。
中心市街地活性化事業のために
▶２月28日、株式会社ほけんのぜんぶから
▶３月30日、株式会社リックスから
１産業支援課☎２５－５２０８
Society5.0推進事業のために
▶４月10日、有限会社トネガワから
１先端技術推進課☎２１－５５２２

ご寄付ありがとうございました

「企業版ふるさと納税」による
ご寄付をいただきました

株式会社ゼンリンへ感謝状贈呈


